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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

　平成27年度笑顔ヘルCキャンペーン写真
コンクールの会長賞「泥化粧」首藤 健富様
の作品です。
　全身泥だらけになっても、泥を気にせず
弾けんばかりの楽しそうな少女たちの笑顔
が印象的です。　　                  （T. K）
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歯科の保健医療及び介護活動は“健康寿命の延伸及び主観的健康観の向上と､ それによっ

てもたらされる生きる力の向上と地域再生には､ すべての国民が楽しく笑い､ 会話し美味し

く安心して食べられる8020社会 (8020達成者が全体の50％以上の社会) の実現が不可欠であ

る”という主張に基づき､ その基本戦略が立てられています｡

8020運動が始まった平成元年において約７％だった8020達成者は､ 各種地域保健活動によ

り平成15年には約25％､ その後､ 診療所での治療と予後管理により現在は約40％になり､

8020社会達成が目前に迫ってきています｡ 今後は障がい者や要介護者等を含めた全ての人を

対象として､ 器質の向上に加え機能の向上の視点を持ちながら､ 生きがいのある人生という

大目的に対しての歯科からのアプローチを行う段階にきています｡

本会の活動として学齢期においては､ 平成22年に ｢熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条

例｣ 制定を機に小・中学校でのフッ化物洗口事業が進展し､ 条例制定前の５校から310校に

増加しています｡ (平成27年７月10日現在) この洗口事業には学校関係者や歯科関係者だけ

でなく地域 (校区) における8020推進員等の養成と活用が大事になってきます｡

成人期においては､ がん､ 回復リハ､ 糖尿病､ 早産等の場面で各種医療連携の構築と運用

が行われ､ 地域保健と地域医療の融合が進んでいます｡ さらには､ 骨粗しょう症やBMA

(BP製剤等) 関連顎骨壊死を対象とした医科・歯科連携の構築も模索中です｡ また､ 職域で

の保健医療活動を念頭に協会けんぽ熊本支部 (全国健康保険協会熊本支部) と ｢歯及び口腔

の健康づくりを目措した相互連携に関する覚書｣ を取り交わして､ スモールチェンジ運動の

中で生活支援事業を実施中です｡

高齢期や障がい児者と要介護者については､ 歯科から“食を通じて地域の人々を支える”

という理念のもとそれぞれのステージの特性に応じて､ 8020非達成者に対しては補綴による

咬合確保､ 障がい児者に対しては咬合崩壊の防止､ 要介護者に対しては経口摂取の維持を目

的に活動を展開しています｡

高齢期においては､ 平成28年４月からは口腔機能低下の予防､ 誤嚥性肺炎等の疾病予防を

目的とした後期高齢者歯科健診事業もスタートします｡ 歯・口の機能の軽微な低下 (口腔の

虚弱：オーラルフレイル) は加齢性筋肉減弱症 (サルコペニア) や運動器症候群 (ロコモティ

ブシンドローム) の前兆とも考えられ､ これを早期に発見することが大切です｡

障がい児者に対してはノーマライゼーションの一環として､ 口腔保健センター機能強化と

口腔ケア地域リーダーの育成を行っています｡ また､ 要介護者に対しては多職種連携のもと､

在宅・施設での歯科医療の充実を図っています｡

終末期では経口摂取が不可能になる事例も多数ありますが､ このような場合でも口の中を

極力清潔に保つことは人としての尊厳を保つものであり､ 看取りの医療としての歯科の役割

は大切です｡

以上のことを会員一人ひとりが認識しながら､ 本県における歯科保健医療・介護を推し進

めていきましょう｡
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―第６回理事会―
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３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：久々山監事､ 西野監事
５. 平成27年度会務報告：

(自：９月18日～至：10月22日)

本会総務：理事会､ 常務理事会､ 大規模災害
における鹿児島県歯会との協力体

制についての打合せ､ 地域医療介

護総合確保基金事業打合せ

学 術：九州各県学術担当者会､ 各郡市学
術担当者会

社会保険：社会保険指導者研修会､ 九州各県
社会保険担当者会

地域保健：九州各県地域保健担当者会
広 報：九州各県広報担当者会､ 会報の編

集・校正､ 笑顔ヘルＣ写真コンクー

ル審査会

学校歯科：むし歯予防対策事業打合せ
医療対策：医療相談・苦情事例報告､ 九州各

県歯科医療安全対策担当者会

センター・介護：九州各県地域保健担当者会
厚生・医療管理：九州各県厚生担当者会､ 九

州各県医療管理担当者会

総務・医療連携：青磁野リハビリテーション
病院と病診連携覚書き締結

学 院：学生合同就職説明会
国保組合：国保理事会
事 業 課：奥様医業経営塾
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

１. 開会：小島副会長
２. 挨拶：浦田会長

朝夕は急に寒くなってまいりましたが､ 日

中はまだまだ蒸し暑い日が続いておりますの

で体調管理には充分注意してお過ごし下さい｡

皆様がご承知のとおり現在､ 日本歯科医師会

及び歯科界は非常に厳しい状況に直面してお

ります｡ 先日､ 日歯臨時代議員会が開催され

ましたが､ その前日に理事会が開催され､ 現

執行部の理事が総辞職をすることが決議され

ました｡ 本来は翌日の代議員会において現執

行部の進退について協議するつもりで出席し

ましたが､ この理事会決議を受けて､ 日歯の

今後の対応が主な協議内容となりました｡ そ

の結果､ 次期の理事者を決定しなければなり

ませんので､ 会長予備選挙をはじめタイトな

スケジュールのなかで来年３月の代議員会で

役員の選任を行うことが決定いたしました｡

これに伴い､ 12月24日に実施される会長予備

選挙に向けて各都道府県歯会は選挙人を選出

し､ 年内に会長候補者を選出することになり

ます｡ 本日は､ このことを受けて協議をさせ

ていただきます｡ 次期会長となる方は､ 会員

はもとより国民からも支持されるような方が

選ばれることを切望しております｡ この短い

選挙期間のなかで様々な選挙関連の情報につ

いては､ 随時皆様にご報告してまいります｡

今､ 歯科界にとって判断を誤ることのできな

い非常に重要な時期であり､ この難局を乗り

切っていかねばならないと考えておりますの

で､ 先生方からご意見やご協力を賜りますよ

うお願い申し上げます｡

10月27日(火) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他全役員､ 伊藤学院長出席の
もと開催された｡
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６. 報告事項：
１. 表彰

・平成27年度熊本県高等学校保健功労表

彰／中川 純一 会員 (八代)／表彰式：

平成28年１月22日(金) 熊本県高等学

校保健研究協議大会

２. 退会会員

・故 石田 龍佑 会員 (終身／山鹿市)

87歳 ９月13日 ご逝去

・村上 俊輔 会員 (第１種／玉名郡市)

９月30日付

・平木 彩 会員 (第３種) ９月30日付

３. 理事会決議文

10月９日付で日歯山科会長代行宛に高

木会長以下全理事の総辞職を求める理事

会決議文を提出した｡

４. 日本歯科医師会報告

日歯より各都道府県会長宛に発信され

た政治資金規正法違反容疑による高木会

長の逮捕を受けての経過及び対処したこ

とに関する文書について報告があり､ 今

後の日歯執行部の動向に対する本会の対

応について意見交換を行った｡

５. 会員名簿の送付

本年10月１日現在の会員名簿を11月の

全会員宛発送物で送付する｡

６. 事業所における生活歯援プログラム

協会けんぽの事業所における生活歯援

プログラムを今年度は６事業所で実施す

る予定である｡

７. 日本歯科医師会院内医療事故調査費用

保険

10月より施行された医療事故調査制度

に伴い､ 会員が院内調査を行う必要が生

じた場合に係る費用の負担を軽減する日

歯院内医療事故調査費用保険が新設され

た｡

８. 熊本県学校保健会協力寄附金

今年度は185名の会員より404口､

1,212,000円の寄付の協力があった｡

９. ｢いい歯の日｣ 熊日新聞広告掲載内容

11月７日付熊日新聞朝刊に掲載する｡

10. 事業企画書

・警察歯科医会：『平成28年度熊本県警

察歯科医会研修会』 (平成28年５月頃)

・厚生・医療管理委員会：『歯科衛生士・

助手を対象とした接遇講習会』(平成28

年２月20日)

11. 事業実施報告書

・学術委員会： 『各郡市学術担当者会』

(10月17日)

12. 会計９月末現況

13. その他

〇共済互助制度の検証

保険会社に会員の加入率､ 死亡率､

入院給付金及び生前給付金の給付率等

をベースにシミュレーションを行った

結果､ 平成40年より収支が悪化 (ただ

し､ 基金を取り崩す必要はない) する

ことが予想された｡ 今後も定期的にシ

ミュレーションを行うことにより､ 共

済互助制度の見直しの是非について検

証する｡

〇会員宛定期発送物の月１回の発送

定期発送物の発送回数を月１回にし

てしばらく経ったが会員からの苦情もな

くスムーズに移行できた｡ 今後､ 役職

員からの意見を取りまとめて検証する｡

７. 連絡事項：
１. 臨時代議員会 (平成28年３月) までの

スケジュール

２. 11月行事予定

８. 承認事項：
１. 新入会員の承認 [承認]

片山 建一 (第２種／阿蘇郡市) １名

の入会を承認した｡

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依

頼 [承認]

・日歯がん診療医科歯科連携推進協議会

委員／日本歯科医師会

牛島 隆 常務理事 任期：平成27

年10月１日～平成29年定時代議員会終

結時まで

３. 名義後援使用依頼 [承認]

・熊本小児在宅ケア・人工呼吸療法研究

会第15回総会／熊本小児在宅ケア・人

工呼吸療法研究会

・第２回健康・省エネシンポジウムin熊

本／(一社) 健康・省エネ住宅を推進

する国民会議
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４. 会館管理チェックに伴う補修 [承認]

見積書の補修項目を精査し､ 必要な箇

所の補修について承認した｡

５. 熊本県歯科衛生士会創立50周年記念誌

への広告依頼 [承認]

１ページ (モノクロ・税込30,000円)

広告を掲載することを承認した｡ 広告原

稿は広報委員会に作成を依頼して､ その

内容を常務理事会で協議することとした｡

６. 平成28年度各委員会概算要求協議日程

[承認]

日程 (案) のとおり概算要求協議を実

施することを承認した｡ また､ 浦田会長

より各担当理事に出来る限り今年度の予

算額を維持するように要請があった｡

７. 部活動補助金交付申請書 [承認]

熊本デンタルソフトテニスクラブに例

年同様､ ３万円の補助金交付を承認した｡

８. 日本歯科医療管理学会への団体入会

[承認]

現在､ 牛島常務理事が個人会員として

入会しているが､ 団体扱いとすると会員

３名分が適用されるので､ 今年度から個

人から団体へ会員種別を切り替えること

を承認した｡

９. 議題：
１. 熊本県医療・保健・福祉連携学会の賛

助金並びに発表者・演題 [承認]

賛助金を５口､ 発表者は宇治理事とす

ることを承認した｡

２. 臨時代議員会提出選挙管理委員会規則

一部改正 (案) の提案理由 [承認]

提案理由について承認した｡

３. 会員懇談会の開催の可否 [承認]

３月の臨時代議員会終了後の会員懇談

会は開催せず､ 今後は必要に応じて開催

することとする｡

４. 二地区役員連絡協議会の提出協議題の

回答 [承認]

提出協議題の回答について承認した｡

５. 平成27年度熊本県委託 (補助) 事業に

係る予算 [承認]

・在宅歯科医療推進事業予算明細書 (案)

・医科歯科病診連携推進事業 (がん診療)

予算明細書 (案)

事業に係る予算について承認した｡

６. 平成27年度日本歯科医師会災害歯科コー

ディネーター研修会の出席者 [承認]

研修会の出席者について承認した｡

７. 平成27年度厚生労働科学研究事業 ｢歯

科診療所における恒常的な医療安全管理

の基盤構築に関する研究｣ への協力歯科

医療機関の選出 [承認]

協力可能な理事､ 医療対策委員会６委

員及び厚生・医療管理委員会７委員 (イ

ンターネット環境を持たない委員を除く)

に協力依頼をすることを承認した｡

８. 平成27年度熊本国税局管内税務指導者

協議会の運営 [承認]

協議会日程・懇親会について承認した｡

９. 熊本型早産予防対策ＤＶＤ作成業務に

関する熊日広告社との委託契約 [承認]

契約書の内容について熊本県に確認し

て問題が無ければ､ 熊日広告社との委託

契約締結を行うこととした｡

10. 協議事項：
１. その他

〇代議員会 (又は代議員) への議事の提

出 [承認]

議案：公益社団法人日本歯科医師会選

挙人及び補欠選挙人選出の承認を求め

る件

選挙人及び補欠選挙人に日歯代議員

及び日歯予備代議員を追加し､ 提案理

由の文言を一部修正して承認した｡

〇任期満了に伴う県知事選にむけての要

望書の提出 [承認]

渡辺専務理事と松本理事とで再度内

容を精査して要望書を提出することを

承認した｡

11. 監事講評：
久々山監事が執行部に対して､ ｢今回の

日歯連盟の問題のように会員のためにと行っ

たことが結果として会員に迷惑を掛けてし

まうこともある｡ 歯科界と世間の常識に乖

離が無いかということを一社会人として常

に自問自答しながら､ これからも揺ぎ無い

信念を持って業務遂行に邁進してほしい｣

と激励された｡

12. 閉会：中嶋副会長
(広報 竹下 憲治)
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青磁野リハビリテーション病院と連携始まる｡

平成26年４月より回復期病院と歯科医師会との連携事業が始まり､ 現在３病院 (熊本

機能病院､ 託麻台リハビリテーション病院､ 江南病院) と順調に行っている｡

10月20日(火) に浦田会長､ 牛島常務理事､ 宇治､ 医療連携室の金子職員の４名で熊

本市島崎にある青磁野リハビリテーション病院を訪れ､ 金澤親良病院長と病診連携の覚

書を交わした｡ 現在､ 青磁野リハビリテーション病院は､ 病床数232床で､ ４名の歯科

衛生士が常勤しており､ 口腔ケアに力をいれている｡

｢入院患者さんの口腔ケアを歯科衛生士が行うようになって､ 病棟から臭いがなくなっ

た｡｣ と金澤知徳理事長は言われておられ､ 患者さんが退院したあとも､ 継続して歯科

が関わることの重要性を理解されており､ この病診連

携は以前から要望されていた｡

12月２日(水) には熊本市の会員向け､ 12月10日(木)

はそれぞれの病院から16キロ圏内に診療所を開設して

いる熊本市以外の会員向けの登録医説明会を予定して

いる｡

患者さんの増加に伴い､ 本会では４病院へ訪問歯科

診療をしていただける会員を募集しています｡

参加を希望される会員は事務局医療連携室 (担当：

金子) までご連絡ください｡

(総務・医療連携 宇治 信博)

年末年始の事務局休業のお知らせ

仕事納め：12月28日(月) 午後５時・業務終了

年末・年始休業期間：12月29日(火) ～１月３日(日)

仕事始め：１月４日(月) 午前８時30分・業務開始
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11月８日(日) 午前11時から午後４時まで､ 上通りびぷれ
す広場において､ ｢笑顔ヘルＣキャンペーン｣ の中央イベン
トが､ 熊本県歯科医師会と熊本日日新聞社の主催､ 熊本県歯
科衛生士会の共催､ 熊本県の後援､ 花王株式会社の協力で行
われた｡ このイベントは､ ｢180万人熊本県民お口の健康運動｣
として歯の健康の重要性に関する意識の高揚と健康維持に必
要な正しい知識の普及を図ることを目的とし､ 11月８日の
｢いい歯の日｣ に合わせて毎年開いており､ 今年で20回目と
なる｡
宮坂副会長の開会の挨拶に始まり､歯科に関するアンケー
ト､ 無料歯科相談､ 口臭チェック､ 歯磨き指導､ 人形劇､ 紙
芝居､ 輪投げ､ 熊本歯科衛生士専門学院の紹介､ 笑顔ヘルＣ
写真コンクール作品展示などを行った｡
また､ 来年度より始まる後期高齢者歯科口腔健診のデモも
行い､ 健診の流れ､ 健診結果の記入､ パソコンへの入力等を
体験できたため､ 改善点がいくつかみつかりシステムを見直
す良い機会であった｡
街頭アンケートでは､ 1057人の回答を得た｡ ｢気になると
ころはあるが､ 歯科受診していない｣ という回答もあり､ こ
れを機に､ 歯に対する意識が高まり歯科受診につながること
を願う｡
来年もイベントを大いにアピールし､ イベントを通して県
民の皆様の歯の健康に対する意識を高めていきたいと思う｡

(地域保健 �水間 奨)

歯科医師による歯科相談コーナー

―中央イベント―

宮
坂
副
会
長
の
挨
拶

歯科衛生士による歯磨き指導､ 口臭測定

立
看
板
で
ア
ピ
ー
ル

外
国
人
も
興
味
津
々
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歯の大切さを身振り手振りで説明

歯の模型でわかりやすく説明多くの来場者でにぎわう

輪投げに挑戦！子供達に大人気

花ちゃん王ちゃんによる人形劇
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笑顔ヘルＣキャンペーンの一環として10月
18日(日) 午後１時から３時まで人吉市九日
町商店街の広場にて人吉市､ 球磨郡歯科医師
会合同で歯科相談を行った｡
当日は“第４回とっておきの音楽祭in人吉

球磨”イベントが開催されており､ その場所
の一角で球磨圏域糖尿病予防フォーラム (保
健所主催) の体験コーナーが設置され､ その
一部として参加した｡
体験コーナーでは血糖値測定､ 体脂肪測定､

糖尿病○×クイズなどが行われ看護協会､ 栄
養士会､ 臨床検査技師会など様々の団体が共
同運営の形で参加した｡
歯科としては､ 歯科相談､ 歯科健診､“歯

周病セルフチェック票”を使用したチェック
“早産予防”と“歯周病と糖尿病”のチラシ
にて歯周病予防の啓発活動などを行った｡ 来
場者には歯ブラシ歯磨き粉等のプレゼントを
配布した｡

位相差顕微鏡を持ち込み口腔内細菌の観察
デモも行ったが､ 野外のため液晶画面が非常
に見えにくくあまり効果のある説明ができな
かった｡
来場者の中には､“早産予防と歯周病”
“糖尿病と歯周病”の説明を聞いて歯周病セ
ルフチェック票を使って家族でチェックした
いと家族の人数分セルフチェック票を持って
帰る人もいた｡ (相良 吉正)

人吉市・球磨郡 �������������
10月25日(日) 午前９時より午後４時まで､

上益城郡嘉島町のイオン熊本店１Ｆ催事場に
て､ 笑顔ヘルＣキャンペーンの一環として歯
科健診・相談が行われた｡
当日は雲ひとつない秋晴れの中､ 午前８時

に集合｡ 協賛の花王㈱､ グラクソ・スミスク
ライン㈱､ ㈱ＫＡＷＡＲＹＯ九州､ アサヒプ
リテック㈱から寄贈された多数の景品の搬入
から準備はスタートした｡ ㈱ＫＡＷＡＲＹＯ
九州､ アサヒプリテック㈱からは景品のみな
らず､ 社員の方にも協力して頂いた｡ 開店直
前のお客様不在の店内では､ 着々とセッティ
ングが行われていった｡ 一番の難点は人気の
風船作りであった｡ 例年はヘリウムガスを使
用した浮く風船であり､ 容易に作成できてい
たが､ 店内の諸事情により､ 本年は呼気での
風船作りとなった｡ 約千個の風船を､ 参加ス
タッフ全員でひたすら膨らませるうちに､ 自
然とチームワークも膨らんでいった｡
準備に万全を期しいよいよ健診スタート｡

店内への数か所の入り口では､ 歯科衛生士会
が風船とスタンプ券の配布を積極的に行い､
健診への誘導を促進した｡ 訪れる健診者の年
齢層は幅広いが､ ほとんどは小児である｡ 相

談の中心は､ むし歯､ 歯並びであった｡ 中に
は､ 怖がり､ 泣いて口を開ける事の出来ない
小児の健診者もいたが､ 景品効果は絶大であっ
た｡ 結果的に来場者は1026名､ 健診相談者は
328名となった｡
今回の笑顔ヘルＣキャンペーンの歯科健診・
相談を通じ､ 多数の地域の住民の皆様の健康
に少しでも寄与できたのではないだろうか？
来年以降も同様の健診を通じ､ 歯科衛生士会
や他の業者の皆様の力をお借りしながら､ 微
力ながら､ 地域社会に貢献することが出来れ
ば幸いである｡

(工藤 智明)

� � � � � � � � � � � � � � ���������上益城郡

歯科健診相談をとおして地域に貢献
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(小田 哲也)

10月25日(日) 午前10時より､ 天草市民セ

ンターにて ｢笑顔ヘルＣキャペーン｣ を開催

した｡ 今年は ｢あまくさ福祉まつり｣ と共催

し､ 主に歯科相談を行った｡ 約50人の来場が

あり､ 子供のむし歯治療や予防､ 入れ歯の悩

み､ 手入れ法､ インプラントや歯列矯正など

歯科全般の相談を受け懇切丁寧に説明を行っ

た｡

また福祉関係の方々からも現場での口腔ケ

アの困難さや悩みを相談され､ いかにＱОＬ

の向上を図るかが重要ポイントとなるため歯

科治療が将来的に益々重要となると確信する

と共に安易なことではないことも痛感した一

日であった｡

��������������
様々な歯科相談に答えます

天草郡市

11月１日(日) 午前９時30分より午後４時

まで水俣市もやい館にて ｢水俣市健康まつ

り｣ の一環として開催され､ 地元の医師会・

薬剤師会・歯科衛生士会・看護協会・栄養

士会・理学療法士作業療法士会・在宅支援

部会・グリーンコープ生協・地域動物愛護

推進協議会・婦人会などの関係団体が参加

し､ 主催者側の発表では約450人の来訪があっ

た｡ それぞれに､ 肌年齢測定・骨密度測定・

活力年齢・血管年齢・血圧測定等に行列が

できていた｡

歯科衛生士会ではフッ素塗布 (68名)､ 歯

周病セルフチェック (54名) を行った｡

本会では､ 健診・歯科相談・8020健診・妊

婦健診・口臭測定を行った｡ 開始前より行列

があり､ 終了時間まで人が途絶えることなく

忙しい１日だった｡

健診・相談に訪れる方は女性が６割を占め､

比較的口腔衛生状態が良好で日ごろから関心

があり､ 高齢の方でも歯の保有数が多いよう

だった｡

おとずれた方の人数は､ 健診相談75名､ 80

20健診13名､ 妊婦健診23名､ 口臭測定17名だっ

た｡

(蓑田 亮)

� � � � � � � � � � � � � � ������������水俣・芦北郡市
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ていた｡ ６月の時と同様に風船や景品のおも

ちゃなどを用意しているが､ 子供の来場者が

少ないことが今後の課題と思われる｡

しかしながら終日歯科相談・健診コーナー

では熱心に自分の口に対する相談をされる高

齢者の方も多く､ この催しをこの時期に開催

する意味があると思う｡

(高田 博樹)

11月７日(土) 午前10時から午後３時まで､

八代市ふれあいフェスタ (主催：八代市・八

代市社会福祉協議会) の会場内で､ 笑顔ヘル

Cキャンペーン・歯科相談健診を行った｡

やつしろハーモニーホールの３階の会議室

を使って､ 健康推進課のおこなうヘルスアッ

プコーナー (主に体組成測定・血管年齢測定・

骨密度測定ほか食事指導・禁煙相談・認知症

状相談などの内容) の隣室で2007年よりヘル

スアップコーナーを訪れた人たちの中で歯科

のコーナーを希望する方に相談・健診を行っ

ている｡

当日歯科会場には例年よりはやや少ないも

のの120名の来場者があり､ このイベントが

市民にも浸透していることが窺われた｡ ヘル

スアップコーナーを訪れた人達のなかからと

いうこともあり､ 120名のうち成人の男女が99

名を占め､ ６月の歯と口の健康週間事業の時

と比べるとまた違った年齢層の方が来場され

����������������八代市
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の連携体制などの説明があった｡

次に､ 瀬古口日歯常務理事により ｢医療事

故調査制度における歯科診療所の対応と歯科

医師会の役割｣ について､ 医療機関における

院内事故調査の流れと支援団体の役割の概要､

歯科医療機関で想定される予期せぬ死亡事例､

日歯院内医療事故調査費用保険などの説明が

あった｡

研修
講演

○抜歯偶発症に対する後送病院歯科の役割

(吉岡秀郎 大阪労災病院歯科口腔外科部

長)

抜歯後に生じた壊死性筋膜炎や歯科治療

後に発生した末梢性顔面神経麻痺など例を

あげ､ 初診時の病院歯科の対応について話

があった｡

○歯科診療所における医療安全の行動目標と

その取り組み

(宮本智行 東京医科歯科大学大学病院総

合研究科麻酔生体管理学助教)

歯科診療所における医療安全の行動目標と

推奨する対策と厚生労働科学研究事業 ｢歯

科診療所における恒常的な医療安全管理の

基盤構築に関する研究｣ についての説明が

あった｡

○日本歯科衛生士会の医療安全への取り組み

９月26日(土) 午後１時より標記会議およ

び研修会が日歯会館において開催された｡

本県からは冨屋理事および委員長の岡田が

参加した｡

会議の方は､ 午後１時から�木日歯会長の
挨拶に始まり､ 次に瀬古口日歯常務理事より

出席者の紹介があり､ その後､ 歯科医療安全

対策委員会及び歯科医療安全対策委員会WG､

医療事故調査制度､ 院内感染対策 (ユニット

水)､ 歯科医療関係者感染予防講習会､ 美容

医療関係､ 歯科診療所における医療安全を確

保するため､ 医薬品医療機器総合機構

(PMDA) 関係､ 医療団体関係､ 商標登録関

係などについて報告があった｡

次に､ 厚生労働省医政局総務課医療安全推

進室大坪寛子室長より､ 医療事故に係る調査

の仕組み等における経緯､ 医療事故調査・支

援センター (日本医療安全調査機構) 医療事

故の定義､ 医療機関からのセンターへの報告､

医療事故の遺族への説明事項等､ 医療機関が

行う医療事故調査､ 支援団体の在り方､ 医療

機関からセンターへの調査結果報告､ 医療機

関が行った調査結果の遺族への説明などにつ

いて講演があった｡

最後に､ 医療安全研修会及び平成27年度厚

生労働科学研究事業の連絡協議があり閉会し

た｡

引き続き､ 研修会の方は午後２時から�木
日歯会長の挨拶に始まり､ 次に大坪厚労省室

長の挨拶があった｡ その後､ 今村定臣日医常

務理事から ｢医療事故調査制度の実施に向け

ての日本医師会の取り組み｣ について､ 医療

事故調査制度､ 支援団体に関する主な規定､

支援団体に関する支援の内容､ 院内事故調査

の標準的な流れ､ 医療事故調査等支援団体一

覧､ 各支援団体の役割および都道府県医師会

の具体的な役割､ 都道府県における支援団体

―都道府県医療安全担当理事連絡協議会および医療安全研修会―

���������� ����
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(武藤智美 日本歯科衛生士会病院診療所

委員会委員､ 北海道歯科衛生士会会長)

第３次生涯研修制度への医療安全カリキュ

ラム追加や平成26年度第８回歯科衛生士勤

務実態調査についての報告､ 説明が行われ

た｡

発表
都道府県歯科医師会の取り組み

青森県・千葉県・東京都・静岡県・大阪府・

広島県・熊本県からの苦情相談や医事処理な

どの取り組みについて各々10分程度の発表が

あった｡

苦情件数の割合は全国的にみてもどこも同

じように都市部が郡部より多いようである｡

また､ 苦情相談などの対応の場合､ 最初か

ら患者側と対立する対応をするところや中立

的な立場をとるところなど様々であった｡

委員会の基本姿勢として苦情相談事例を減

らす方向に力を注いでいる県もあれば､ 発生

した事例に対応するのみでただ対応に追われ

ているところもあった｡

結局各地域の事情や特色などの影響もあり

各歯科医師会により様々な取り組みがなされ

ていた｡

意見交換
瀬古口日歯常務理事をはじめ今回発表した

７名の担当理事がパネリストとなり意見交換

が行われた｡ 10月１日より施行の医療事故調

査制度や医事処理に関する質疑応答が活発に

行われた｡

最後に､ 瀬古口日歯常務理事の閉会の辞で

研修会は終了した｡

(医療対策 岡田 長久)

10月３日(土) 午後２時より沖縄県口腔保

健医療センターにおいて､ 九州各県学術担当

者会が開催された｡ 本県からは､ 井上理事と

片山が出席した｡ 開会のあと､ 比嘉沖縄県歯

会長および上田日歯学術委員長の挨拶があっ

た｡ 座長には､ 新崎沖縄県歯理事が､ 副座長

には次期開催県の竹下福岡県歯理事が選出さ

れ会議に入った｡

先ず､ 上田日歯学術委員長より日歯報告が

あった後､ 各県より提出された議題の協議に

入った｡ 各県より９題提出され協議が行われ

た｡

１. 九州学術担当者メーリングリストにアッ

プされた情報の各県歯における活用 (佐賀

県)

２. 医師会､ 薬剤師会など他団体と連携する

研修会 (佐賀県)

３. 郡市歯科医師会との共催研修会 (長崎県)

４. 各県における医科歯科連携事業や情報の

共有化への取り組み (大分県)

５. BP製剤における医科歯科連携 (熊本県)

―九州各県学術担当者会―

���������� ��
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６. 講演会が緊急中止となった場合の対応

(熊本県)

７. ｢九州・沖縄学術情報交換ネットワーク｣

の運用 (鹿児島県)

８. CAD／CAM冠の講演・実習 (宮崎県)

９. ガン検診など各県での取り組みの状況

(沖縄県)

全体的に､ 医科や多職種との連携に関する

議題が多く出され､ 各県の現状の報告がそれ

ぞれ行われた｡ 本県では､ ｢BP製剤における

医科歯科連携｣ について議題提出を行った｡

各県とも､ 講演会の開催は行っているものの､

連携までは至っていないようである｡ また､

日歯に対して､ ｢以前出されたガイドライン

の冊子も古くなっているので､ また､ 見解も

変わってきているので､ 新しくする予定はあ

るか？｣ との､ 意見があった｡ 日歯としては､

今のところ作り替える予定はなく今後検討す

るとの事であった｡ 本県からは､ もう１題

｢講演会が緊急中止となった場合の対応｣ に

ついて議題の提案を行った｡ 各県とも､ メー

ル・電話・FAXなどにより連絡するとの事

であるが､ いずれにしても､ なるべく早く決

定する必要がある｡ また､ 週末の時は､ FA

Xによる中止の情報が届かない場合がある｡

その配慮として､ 県歯のホームページに掲載

するとの意見もあった｡ 次に､ ｢九州学術担

当者メーリングリスト｣ については､ 佐賀県

と鹿児島県から提出があった｡ 現在､ そのネッ

トワークを生かして､ 各県で行われている講

演会の情報を共有しているが､ その活用に苦

慮しているようである｡ そして､ その情報の

公開方法や内容に関して､ 一定のルールが必

要等の意見が出た｡ また､ もし他県の講演会

を聞きに行くときは､ 事前に事務局へ電話連

絡をした方が良いとの事であった｡ せっかく

立ち上がったシステムなので､ 今後も活用で

きるように考えて行きましょう､ との事であっ

た｡ 次に､ 日歯への要望および質問では､ 各

県より歯科助手資格認定制度､ スポーツデン

ティスト､ そして連携に関する質問等が出さ

れた｡ 本県からは､ マウスガードの啓発につ

いてのお願いの要望を提出した｡ 日歯からの

回答は､ 現在ホームページに掲載しているだ

けなので､ 啓蒙方法を検討したいとの事であっ

た｡ また､ 今後は全国のスポーツデンティスト

の活躍も期待できる｡ 他県の先生からは､ ｢ラ

グビーの五郎丸選手を使って､ テレビCMを

したら面白い｣ との意見もあった｡

以上で協議は終了し､ 最後に次期開催県の

竹下福岡県歯理事から､ 来年は日本歯科医学

大会と同じ日程で行われ､ 山中教授の講演が

予定されており楽しみにしてください､ と挨

拶があった｡ 会議は､ 沢山の意見交換が行わ

れ､ 終了予定時間を過ぎてしまった｡ 様々な

意見を聞くことが出来､ 大変有意義な会議で

あった｡

(学術 片山 晃紀)
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くるため､ すべての項目を満足できる結果に

持っていくには非常に困難を極めるが､ 全力

を尽くしていきたいとの所存であった｡

次に協議題に入り各県社保関係事業計画並

びに予算についての報告の後､ 各県提出協議

題について協議がなされた｡ 保険診療に関わ

る一般的事項や保険解釈に関する項目につい

て各県の状況や意見が出された｡ 毎年のこと

であるが各県ごとに解釈に相違がある項目が

多々あり､ 会員が混乱を生ずることがないよ

うに九州各県が一丸となって保険解釈を統一

していくべきだと痛感させられた｡

最後に日歯への要望・質問が取り上げられ

た｡ 各県より毎回のように多くの要望が出さ

れるが､ 残念ながらほとんど実現していない

のが現実である｡ 地方と中央の認識の違いも

感じるとともに九州各県の社会保険担当者が

連携を強化していくことの重要性を痛感した｡

会議は予定時間を30分ほど超過し､ 各県の

保険診療に対する関心の高さ､ そして各県の

社保委員の先生方の歯科界を明るくしたいと

いう熱意を感じることができた有意義な会議

であった｡

その後､ 懇親会に移り末瀬日歯理事をはじ

め各県担当者と社会保険関係だけでなく歯科

全般に対する意見を語り合いながら親睦を深

めた｡

毎回のことであるが複雑化する保険の解釈､

―九州各県社保担当者会議―

����������
10月３日(土) 午後２時より長崎県歯科医

師会館において九州各県社保担当者会議が開

催された｡ 本県からは田中､ 椿両理事と清水

が出席した｡

会議に先立って許斐長崎県歯会長と末瀬日

歯理事より挨拶があった｡

その後､ 末瀬日歯理事より日歯報告として

｢医療費の動向と次期診療報酬改定に向けて｣

と題して報告がなされた｡ 次期改定で歯科の

目標として､ 今後高齢化社会に移行していく

ため従来の歯の形態の回復よりも口腔機能の

回復に重点を移していくべきだと述べられた｡

そのためには口腔機能の維持向上による健康

寿命の延伸､ QOLの維持向上を目指すべき

であり､ それに必要な要素として以下の項目

を挙げられた｡

①歯科におけるかかりつけ機能の強化

②医療連携の推進・強化

③定期的な口腔機能の維持管理の重要性

④在宅医療の保険上の適正化

また次期診療報酬改定に関しては､ 歯科の

各学会が共通認識を持って統一見解を出すこ

とが重要であることを述べられた｡ つまり､

点数アップの根拠となる資料やデータ等の提

示や新しい ｢病名｣ の新設､ 新しい ｢検査｣､

｢技術｣ の導入によって ｢診査→検査→治療｣

といった包括的な流れを確立させることであ

る｡ しかし財源確保や消費税問題等も絡んで

�� ��
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①九州各県の歯科医師会と地域保健関係の

他団体との連携

②各自治体における地域包括ケア会議への

参入状況

③ ｢後期高齢者医療の被保険者に関わる歯

科健診事業｣

④ ｢口腔がん検診｣ の実施状況

⑤口腔保健支援センターの設置状況

⑥歯科保健条例制定後の事業展開

【分科会��
協議� フッ化物洗口事業の進捗状況� 退職時退職後の行政主導による歯科健診� 生活支援プログラムを活用した事業の実

施状況および唾液検査 (ぺリオスクリーン

等) のオプションの実施状況の有無� がん以外の医科歯科連携 (例. 妊娠期な

ど)

その他� 九州各県担当者メーリングリスト (デー

タベース) の構築� 幼児・児童における摂食機能障害の実施

状況や改善に向けた取り組み� 地域歯科保健における県歯の事業と郡市

の歯科医師会の事業とのすみ分け

個別指導の改善等､ 山積みする問題は多々あ

るが､ 本県社保委員会の活動はもとより､ 各

県との繋がりを強めながら､ 今後も会員のた

―九州各県地域保健担当者会―

����������
10月３日(土) 午後２時より大分県歯会館

で九州各県地域保健担当者会が開催された｡

この会議では､ 九州各県地域保健・産業保健

の現在の各種事業に対する取り組みと状況報

告､ 日歯に対する質問などが行われた｡

日歯からは地域保健委員会の羽根副委員長

と三木委員を招いて開催された｡ まず､ 全体

会を行った後､ 分科会Ⅰ (地域保健・産業保

健) と分科会Ⅱ (要介護老人・障がい者) に

分かれて､ それぞれ白熱した議論がなされた｡

全体会では､ 長尾大分県歯会長より地元開

催の挨拶があった後､ 羽根日歯副委員長より､

まず日歯連盟事件についてお詫びのコメント

があった後に平成27年から翌年にかけての地

域医療および介護関連事業の重要課題､ 構想

計画､ 予算等について概略説明と日歯に対す

る様々な質問に対して回答された｡

その他､ それぞれ協議した主な内容につい

ては､ 以下の通り｡

【全体会】
協議� 日歯への質問・要望

①ICT基盤整備に関する日歯の対応と考え

②オーラルフレイル予防の進め方

③標準的な成人健診プログラム・保健指導

マニュアルの使用・発展・効果について

の見解

④後期高齢者歯科健診・企業健診・節目健

診

⑤フッ化物洗口の集団的実施について日歯

のスタンス� 各県提出協議題

めに社保委員会の活動を行っていきたいと思

う｡

(社会保険 清水 雅英)�� ��
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以上､ 多種多岐にわたり様々なテーマにつ

いて協議がなされ､ 予定時間を少しオーバー

する白熱した会議となったが､ 最後は脇田大

分県歯副会長の閉会の辞で終了した｡ 今回､

今後の日本の歯科医療界の方向性を担う日歯

の姿勢についての確認と九州各県の各種事業

に対する取り組み方や努力が垣間見られた､

とても有意義な会であった｡

(地域保健 二宮 健郎)

―学生合同就職説明会―

みの参加事業所も多く､ 学生にとっても親し

みやすい雰囲気であった｡ 学生にとっては多

くの事業所が一堂に会した中で多くの説明を

受け､ 事業所のスタッフから話を聞ける良い

機会であり､ そのことが､ 今後の就職活動や､

就職先の決定の一助になると思われる｡ 事業

所にとっても学生からの問い合わせを待つだ

けではなく､ 直接アピール､ 働きかけができ

る貴重な機会である｡ 来年の開催時にはさら

に多くの事業所の参加を期待する｡

12時になり工藤委員長より終了の案内があ

り説明会は終了した｡ 歯科衛生士の確保が難

しい現状において､ 今回の説明会が有効とな

れば幸いである｡

(厚生・医療管理 池嶋 由希)

10月４日(日) 午前10時より県歯会館にて､

学生合同就職説明会が行われた｡ 一昨年前よ

り行われているものであるが好評につき本年

度も開催された｡

この就職説明会は､ 熊本歯科衛生士専門学

院､ 熊本歯科技術専門学校､ 九州看護福祉大

学口腔保健学科の在校生､ 既卒歯科衛生士を

対象としたものである｡

参加求人事業所は43件 (資料のみの参加２

件) であった｡ 昨年に比べると熊本市以外の

事業所の参加も増え､ その割合は４割弱であっ

た｡

学生にとっては､ 求人事業所の説明を直接､

ドクター､ スタッフからじっくりと詳しく聞

ける良い機会である｡ 参加者は64名であった｡

10時の説明会開始の前にまず､ 伊藤学院長

より､ 事業所側に注意事項などの説明があっ

た｡ その後､ 緊張の面持ちで学生が入場した｡

学生には事前に事業所一覧と､ 配置図が配布

されており､ それを見ながら各々､ 興味があ

る事業所など何件かの事業所へと向かい説明

を受けるのである｡

各事業所はそれぞれパンフレット､ チラシ､

写真の掲示､ パソコンなどを駆使して､ 診療

について､ 院内の特徴などをドクター､ スタッ

フが学生へ個別に説明する｡ 質問がある学生

はその場で質問もできる｡ 今年はスタッフの

����������
双方にとってよい機会

�������
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―各郡市学術担当者会―

２. 生涯研修事業への対応・会員支援
３. 先進医療の情報収集
４. 安心・安全歯科医療推進制度
５. 医科との学術連携推進
６. 他委員会との合同研修会の開催
７. 各郡市歯科医師会､ スタディーグルー
プ､ 九州県歯科医師会との学術連携推進
８. 診療・経営支援に役立つ情報の提供
以上について報告があった｡

○各郡市生涯研修単位取得状況 (清水委員)
報告と､ 研修会等参加をできるだけ呼び
かけていただくようお願いがあった｡

○第68回 (平成27年度) 九州歯科医学大会
(牛島常務理事)
沖縄開催について告知

○その他 (牛島常務理事)
安心・安全歯科医療推進制度の運営につ
いてロゴマーク等を検討｡
Ｈ28年１月31日日本歯周病学会九州地区
臨床研修会の開催｡
以上のことについて報告があった｡
次に協議に移り､ 県歯・日歯への質問・要
望として

○医療被曝研究情報ネットワーク(J－RIME)
をみて､歯科のCTの被曝量と県歯と郡市が協
力して講演会を企画開催すること(熊本市)

○小児における咬合誘導の講演会 (玉名郡市)
○一つのテーマで講演会を年間統一した方が
分かりやすいのでは？ (球磨郡)

○各郡市でどのような講演会をしているでしょ
うか？ (井上理事)
以上の内容で協議がなされた｡
閉会の辞を井上学術担当理事がされ､ 会議

は終了した｡
(学術 内野 玲)

10月17日(土) 午後４時より県歯会館にて､
各郡市学術担当者会が開催された｡ 堀川委員
長の司会進行のもと､ 議事に先立ち､ 牛島常
務理事より開会の辞､ また､ 浦田会長より開
会の挨拶で日歯､ 日歯連盟の現状報告があっ
た｡ 井上理事を座長に報告・協議へ入った｡
○日歯報告 (牛島常務理事)
１ ｢健康長寿社会を支える歯科医療｣ ４名
の先生が全国をまわって講演されており､
11月に熊本でも米山先生のＤＶＤセミナー
を行う｡
２ ｢日歯生涯研修ライブラリー｣ Ｅ－シス
テムで配信中｡
３ ｢日歯生涯研修統計データ｣ ゼロ研修者
１万４千人おり､ 基準達成者は34％｡ 年々
認定・達成者が減少傾向にあり､ 熊本県
は全国平均よりは高い方ではあるが年々
参加率は低下している｡ 終了基準達成率
では熊本県は全国で４番目｡ 平均取得単
位数は全国で６番目となっている｡
４ ｢Ｅ－システム研修教材を探す｣ 活用を
お願いしたい｡
５ ｢世界会議2015｣ 健康寿命延伸のための
歯科医療を強く押している｡
６ ｢日歯啓発活動｣ オーラル・フレイルの
予防を行っている｡
７ ｢第23回日本歯科医学学術大会｣ Ｈ28.
10. 21～10. 23
８ ｢新たな専門医に関する仕組み｣ につい
て医科では何らかの専門医を必ず取得す
るように進んでいる｡ 歯科の方も医科と
同じく専門医を考えている｡ ｢総合歯科
専門医｣ という専門医を取得していただ
き､ さらに上の専門医を取得していただ
くような方針である｡
以上の報告があった｡
○九州各県学術担当者会議 (片山副委員長)

先日､ 沖縄で九州各県学術担当者会議の
報告があり全部で９項目について協議して
きたのこと｡ 本県からはＢＰ製剤における
医科歯科連携､ 講演会が緊急中止となった
場合の対応２つを議題として提出したと報
告があった｡
○平成27年度事業計画および実施事業報告
(園木委員)
１. 学術研修推進事業

���������� ��
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第２章 歯科医療界の変遷
第７節 戦後の歯科界 (昭和41年～50年)� 歯科会では

【歯科医療の需給関係】
敗戦時昭和23年の歯科医師数は14,929人で､

人口10万あたり31.2人であり毎年1,000人程度

の割合で増加していた｡ 昭和22年には第一次

ベビーブームが到来し､ 人口の増加が予想さ

れたこともあり､ 歯科医療の供給について将

来的な不安が予想された｡ 昭和38年に厚生省

歯科衛生課は ｢将来の歯科医師の需給につい

て｣ を発表し､ ｢歯科医師数は人口10万人あ

たり50人が適当であろう｣ とした｡ しかし､

昭和30年代から始まった高度経済成長の中､

歯科大学､ 歯学部が次々と創設され､ 平成24

年では歯科医師数が102,551人､ 歯科診療所

数が68,474で人口10万人当たり歯科医師数は

80.4人､ 人口10万人当たり歯科診療所数でも

53.7と歯科医師超過剰に陥っている｡

昭和22年､ 学校教育法が制定され､ ６・３・

３制が導入された｡ これに伴い現行の新制大

学としては昭和24年から27年にかけて九州歯

科大学､ 東京医科歯科大学､ 大阪大学歯学部､

日本大学歯学部､ 大阪歯科大学､ 東京歯科大

学､ 日本歯科大学の７校が発足した｡ この頃､

大津､ 大阪､ 京都､ 皇子山､ 浜松､ 熊本など

の各地で歯科大学を設立しようという動きが

あったがいずれも実現しなかった｡ その後昭

和36年に愛知学院大学歯学部が誕生し､ 昭和

39年から40年の２年間に５校が新設され13校

となった｡ 歯科疾患の急増と歯科医師不足は

更に多くの歯科大学の創設を招いた｡ 昭和42

年から48年には10校､ その後昭和51年から55

年に６校が新設され､ 現在国立11､ 公立1､

私立17の合計29の歯科大学､ 歯学部となって

いる｡ (図１参照)

昭和47年頃からは新設大学を卒業した歯科

医師が急増することとなり､ 供給過剰に陥っ

た地域では､ 歯科医師会による ｢開業規制｣

が行われるという現象を引き起こした｡ 昭和

48年に日本歯科医師会は内部に ｢適正配置委

員会｣ を設置してその対応をしたが､ 自由開

業医制に抵触するということで公正取引委員

会が介入するという一幕もあった｡ これに対

して､ 昭和59年､ 需給の均衡を図ろうと厚生

省は歯科医師需給に関する検討委員会を設け

検討を重ね､ 昭和61年の委員会最終意見の答

申では､ ｢昭和70年 (平成７年) を目途とし

て歯科医師の新規参入を最小限20％削減する｣

と提言している｡ 同年､ 定員削減計画が閣議

決定され､ その後､ 国立大学では約35％､ 私

立大学でも約20％削減をおこなった｡ しかし､

国家試験合格率が下がり始めた平成20年頃か

ら歯科医師の経済状況などがマスコミ報道で

取り上げられると､ 歯科大学､ 歯学部への志

願者の減少が私立大学を中心に起き､ 平成22

年には私立大学志願者数が一気に5,000人を

割り込むという歴史的な事態となった｡ (図

２参照) その結果多くの私立歯科大､ 歯学部

で定員割れという形で入学者減少が起きてい

る｡ その中､ 平成24年には定員を大幅に超え

る (120％以上) 入学者を出した大学が３校

も出現している｡ そのうち１校は定員の147

％､ 前年度入学者の262％増を入学させてい

る｡ また､ 大学によっては学費を大幅に下げ

るなど､ 学生の獲得に必死となった｡ 日本歯

科医師会では､ 平成24年８月都道府県会長会

議において､ ｢単に新規の歯科医師数の過剰

への対応というものから､ 優れた人材の確保

という根本の問題に変質した｣ との見解を発

表している｡ 入学定員の削減は各大学の経営・

運営に直接関わってくる問題であり容易では

ない｡ また､ 歯学教育と医療行政の所轄官庁

が文部科学省と厚生労働省に分かれているこ

とも需給問題に抜本的な解決策を示せない要

因の一つとなっている｡ 現在､ 厚労省､ 文科

省､ 日本歯科医師会も様々な検討を重ね歯科

医師の新規参入の削減等を提言しているが､

供給過剰は依然として続いている｡

昭和40年代に始まった歯科大学・歯学部の

新設ラッシュとその後の対応の遅れが現在の

歯科界にとっては不幸な結果を招いていると
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言わざるを得ない｡ (図３参照)

一方大学においては､ 歯科疾病構造の変化

や医療連携､ 在宅・介護､ 訪問診療などの新

たな歯科医療・保健・福祉に対応したカリキュ

ラムを導入し､ 対応できる能力を持った歯科

医師の育成に取り組んでいる｡ 今後､ 入学者

の質の向上や大胆な定員削減・歯科大学・歯

学部の統廃合など取り組むべき課題もあるが､

他方では視点を変えた､ これからの歯科医療・

保健・福祉のあるべき姿を議論し､ それに対

する若い歯科医師をどう育て､ 活用していく

のかを考える時代であると考える｡ 歯科医師

増加の中でも､ その職責を全うし経営を健全

化できる仕組みづくりや環境づくりが大切な

のではないだろうか｡

【図３】近年毎年1,000人近い不合格者を生んでいる｡ 歯
科大学・歯学部で専門教育する以上国家試験合格者
数を限定するやり方は間違っている｡ 入学定員を適
正な数とし､ 質の確保を図るべきである｡

【図１】国民に対し上質の歯科医療を提供するには､ 真に適正な歯科医師数を設定する必要がある｡ 無駄な国費を使い､ あげ
くの果てには質の低下をきたす様なことは厚生行政・文部行政の失態と言える｡

【図２】志願者数は回復の兆しを見せているが､ 私立歯科
大学・歯学部では定員割れの学校もあり質の低下が
懸念される｡ 魅力ある歯科界の再構築が望まれる｡



熊歯会報 Ｈ.27.12

22

� 熊本県歯科医師会では

昭和43年６月､ 歯科医師会館大ホールにお

いて､ 多数の来賓､ 会員夫婦の出席を得て､

熊本県歯科医師会創立60周年､ 歯科医師国保

組合創立10周年の式典がおこなわれた｡ 祝宴

は太洋デパート特別食堂で開かれた｡ 60周年

記念事業の一環として井野春毅先生顕彰標木

を生誕地菊池郡合志町に植樹し､ 阿蘇郡一の

宮町では墓前祭が行われた｡

昭和43年11月10・11・12日の３日間にわた

り第32回全国学校歯科医大会が全国各地より

1,000人を超す関係者が参集し熊本市民会館

で開催された｡ 昭和41年から始まった第３次

むし歯半減運動の中､ ｢学校歯科衛生の総意

を結集するために｣ をメインテーマに､ 砂糖

消費量とむし歯の関係に触れる内容で､ 保健

教育と保健管理による学童のむし歯予防が協

議された｡ この大会は平成25年10月､ 第77回

全国学校歯科保健研究大会として45年ぶりに､

前回と同じく熊本市民会館で開催された｡ ま

た､ 昭和50年には熊本県学校歯科医会は発足

以来21年間先進県として名を成してきたが､

熊本県歯科医師会に統合し､ 本会において事

業を継続することになった｡

天草郡市歯科医師会では毎年１回各会員の

診療所で抜去された歯牙を持ち寄ってむし歯

供養祭を行ってきた｡ この供養祭が基礎とな

り歯の塚 ｢歯恩の碑｣ を建設､ 県下会員より

寄せられた1,000本の抜去歯牙を歯に対する

感謝､ 敬愛をこめて祀り､ 昭和44年９月､ 除

幕式､ 供養祭を行った｡ なお､ 本年10月には

第56回の歯牙供養祭が厳かに開催されている｡

昭和46年５月､ 東京九段会館で保険医総辞

退・健保法抜本改正促進を求める全国歯科医

大会が開かれ､ 熊本県歯科医師会も同日､ 医

療保険近代化推進大会を開き､ 中央と呼応し

て県知事に対し保険医の登録抹消を請求する

こととなった｡ 各郡市会で辞退届けを取りま

とめ､ 県歯より一括提出を行うこととした｡

県下会員の辞退届けはほぼ100％集まり (全

国では会員34,342人中33,225人､ 97％提出)､

６月28日県知事に提出し､ ８月１日を期して

保険医総辞退に突入することとなったが､ ７

月29日､ 厚生大臣との間で妥結､ 総辞退は回

避された｡ 昭和42年にも東京・日比谷公会堂

で ｢健保改悪反対全国大会｣ が日本医師会の

主唱により三師会合同で開かれ､ 約3,000人

が集まった｡ 高度経済成長の中､ 昭和43年に

はＧＮＰが自由世界第２位となり､ いざなぎ

景気に涌き社会が活気に満ちていたこの時代､

日本歯科医師会も健保法改正問題などをめぐ

り､ 中医協を舞台に一歩も譲らない態度を示

している｡ 状況が大きく変化した現在におい

ても､ 我々歯科医師の業権確保・経営安定の

ために日本歯科医師会には強いリーダーシッ

プを取っていただきたいと考える｡

歯科衛生士学院の拡充や口腔保健センター､

会員の研修施設の必要が求められ､ 別館建築

が代議員会で承認された｡ 隣接地の購入や資

金調達などの難問を乗り越え､ 昭和50年２月

口腔保健センター新築および熊本歯科衛生士

学院増築の落成式が歯科医師会館で挙行され

た｡ 救急医療や口腔衛生相談､う蝕予防処置を

行う事とし､特にセンターとして当時皆無であっ

た心身障害者の診療を意欲的に打ち出した｡ま

た､センターとしては九州で初めてスタートした

歯の休日診療は ｢休日でも痛い歯を我慢しな

くてすみます｣ と市民に極めて好評であった｡
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この時代は歯科をめぐる諸問題がクローズ

アップされ社会問題になっていた｡ 激増する

う蝕や保険制度の欠陥､ 歯科医師と患者の対

話不足などによる歯科医療の苦情・トラブル

は増加し､ 連日にわたるマスコミ報道により

社会問題にまで発展､ 苦情相談窓口や ｢歯の

110番｣ が設置され､ 国会でも取り上げられ

る状態であった｡ これ等を解決する一手段と

して､ 昭和50年５月､ 熊日新聞をはじめとす

る､ 県内に支社・営業所を有する報道関係者

を招き､ マスコミとの歯科問題懇談会を開い

た｡ これによると当時の歯科問題の多くがコ

ミュニケーションの欠如によるものが多く､

会員のコミュニケーション能力の向上と対外

ＰＲの必要性が浮き彫りにされた｡

日本歯科医師会では昭和38年より､ 歯の衛

生週間のＰＲとして歯科医師による自動車ラ

リーを行っていたが (昭和41年は､ 東京―前

橋―長岡―新潟のコースで開催)､ 熊本県歯

科医師会においても昭和41年５月に郡市歯科

医師会､ ライオン歯磨､ トヨタ自動車の協賛

を得て実施された｡ 参加申し込みは31台､ 県

庁玄関前のロータリーに集合､ １分間隔を以

てスタートした｡ 当日の楽しい報告を紹介す

る｡ それぞれの車をのぞいて見ると､ まず一

家団らん組が多く､ 次は若夫婦､ 中年夫婦､

友人同士といった所で､ 宇土市などは､ 全て

会員が乗り込んであたかも動く歯科医師会と

いう有様であった｡ 歯科医師会の行ったのは

タイムラリーと言うもので､ 指定されたコー

スを交通規則に従い､ 指定された速度で正確

に走行する競技である｡ ストップウォッチを

見ながら慎重に走る車があるかと思えば､ 国

道３号線の景色の良い所に車を止め記念撮影

をしている悠々たる組もあり思わず緊張感も

ほぐれた｡ 目的地の湯之児温泉三笠屋には水

俣市歯会の徳富先生と永田先生が万端の設営

で出迎えをしていただいた｡ 成績がトヨタの

審判員により発表された｡ １位上田先生 (プ

リンス) ２位本田先生 (マツダ) ３位志賀先

生 (クラウン) ４位坂田先生 (フォード) ５

位緒方先生 (コルト) ６位河野先生 (コルト)

７位西田先生 (コンテッサ) ８位開田先生

(ヒルマン) ９位上三垣先生 (コロナ) 10位

中根先生 (プリンス) 11位原口先生 (セドリッ

ク) 12位福冨先生 (ブルーバード) 13位竜野

先生 (コロナ) 14位右山先生 (キャロル) 15

位木村先生 (コンテッサ) であった｡ 宇治､

園田､ 吉崎の三先生はスピードが速すぎて審

判車も何も全て追い抜いて湯之児温泉へ先陣

争いをされたので､ ラリーとしては失格となっ

たが､ 驚異的なスピードであったためスピー

ド賞を獲得されたのであった｡ その後､ 汽車

弁当や鹿児島県歯科医師会自動車部からの差

し入れをいただき､ 好きな杯を重ねる組､ 入

浴する人､ 湯之児島を散歩する家族､ 楽しく

ボートを浮かべる親子､ 釣り船を借りて太公

望を決めこむ人々あり､ また､ ホールでは歌

い手さんがエレキとアコーディオンで流行歌

を歌ってくれ､ いかにも ｢リクレの場｣ の気

分に溢れていた｡ 和気あいあいとした楽しい

雰囲気が伝わってくる｡

また､ 昭和45年５月には､ 会員の親睦と体

力増進を目指して､ 第１回歯科医師ボウリン

グ大会が交通センターボウルで開催されてい

る｡ 最高齢高千穂先生以下､ 初めての人､ ベ

テランで満を持して参加の人､ 若い先生から

高齢の先生まで参加があり､ 珍プレー続出の

会場は爆笑の渦であった｡ 優勝は中野敬輔先

生 (455) ２位が大塚隆雄先生 (429) ３位が

奥田健治先生 (409) であった｡ 同年３月に

は第１回囲碁大会が会館において16名の参加

で開催されている｡ 優勝は鬼塚義行先生､ ２

位が中川熊雄先生､ ３位が立山美範先生であっ

た｡ こうした会員親睦､ 交流の取り組みも､

平成22年よりゴルフ大会､ 23年よりボウリン

グ大会､ 麻雀大会として開催されるようになっ

た｡ 今後も継続した取り組みとして残してい

きたいものである｡

(専務理事 渡辺賢治)
引用・参考文献：日本歯科医師会史､ 熊本県

歯科医師会史､ 歯科保健医療

小史､ 坂井剛歯科研究資料集
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���������� ―第２回学術講演会―
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10月３日(土) 午後３時より県歯会館におい

て､ 大阪大学歯学部招聘教員､ 株式会社アイキャッ

ト代表取締CTO､ CALL (光・レーザー臨床研

究会) 発起人・事務局長の十河基文氏をお招き

し､ 『歯科におけるCTの活用と菌未来治療・光

殺菌』 と題して､ 第２回学術講演会が開催され

た｡ 宮本会長より開会の辞に続き講演が始まっ

た｡

前半は､ 国家試験にも出題されるようになっ

てきたCTの活用についての話であった｡ 歯科

用CTが現在のように普及する以前は､ インプ

ラント埋入の診断や術後の評価にパノラマをよ

く用いていたが､ パノラマでは実寸の評価は難

しく､ 上顎洞炎など診断しにくいことや､ 一見

正常にみえてもCTでみると､ インプラント埋

入が不可能なコーンケーブ (骨の形態) を認め

るなど､ 現在は診断《適切なインプラント埋入

の為》にまた予期せぬ医療事故､ 裁判などから

《身を守る為》にもCT撮影は必要不可欠であ

る｡ (2003年術前にCT撮影を怠ったとして裁判

で負けた事例がある)

インプラント埋入での事故 (偶発症) には､

上顎洞への穿通や下顎での神経損傷による麻痺､

舌側への穿孔によりオトガイ下動脈や舌下動脈

などを巻き込み､ 顎下隙に血腫を作り､ 呼吸困

難から死に至ることなどがある｡ これらのリス

クを十分理解した上で､ 術前のCTによる骨の

形態の把握が特に重要である｡

また､ 十河氏の会社ではCT値による骨質の

評価や､ 精度の高い金属アーティファクトの除

去にも力を入れているとのことであった｡

後半は､ 光線力学療法 (光感受性物質を静注

し癌細胞に集積させ､ 光照射により癌細胞を死

滅させる) と同じメカニズムで､ インプラント

周囲炎やペリオ､ エンドへの光殺菌治療法につ

いて解説され､ インプラント周囲炎部やポケッ

トや根管に光感受性物質 (0.01%トルイジンブ

ルーやメチレンブルー) を注入し光照射 (LED)

することによって､ 症状の改善を図っている｡

ペリオでは一回の光殺菌で３ヶ月効果が持続す

ることについて､ 細菌への直接作用と､ 好中球

の遊走を起こさせているからではないかと推測

され､ また､ 粘膜疾患への応用も説明された｡

今後の歯科治療のあり方の一つを示唆されたよ

うな内容の充実した講演会であった｡

(清水 幹広)

郡市会報告
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���������� ―第52回天草歯科学会―

�����������天草郡市歯科医師会

10月３日(土) 午後３時より第52回天草歯科
学会が､ 天草ホテルサンロードで行われた｡
午後２時より近くの南公園歯恩の碑前にて歯
牙供養祭が執り行われた後に､ 続けて天草歯科
学会が行われた｡
天草歯科学会は､ 会員の学術知識や技術の向
上を目的に､ 天草がまだ離島であった半世紀前
より続く年に１回の勉強会 (講演会) である｡
今回は､ 講師に中山秀樹熊本大学歯科口腔外科
教授をお招きして 『歯科医師として知っておき
たい！特徴的な口腔外科症例の診断と治療につ
いて』 のタイトルで講演を頂いた｡ 講演では多く
の興味深い症例を提示して頂いた｡ スライドで提
示された症例について､ ｢この疾患名は何だろう
か｣ という事を意識させるような講演であった｡
普段は目にすることが少ない症例でも学習により

疑似体験することにより診断ができるようにな
るのであり､ 診断能力の向上に有意義であった｡
講演後は会場を変えて､ 天草の幸を用いた懇
親会が１次会､ ２次会と行われ､ 色々な事柄に
話題の花が咲いた｡

(内崎 祐一)

駅 ｢フェニックス｣ でしばしの休憩､ ういろう
が青島の名物と初めて知った｡ そして都城市に
ある霧島酒造・霧の蔵ブルワリーで焼酎の工場
見学をしてランチを頂いた｡ 美味しいビールと
焼酎の試飲でお昼からいい気分になりその後の
バスは皆さんぐっすりとお休みである｡ 宮崎へ
のバスの旅…日が暮れる前には小国に到着｡ た
まには仕事を忘れてゆっくり旅行を楽しむのも
いいもんだと思った二日間であった｡ さて来年
はどこに行こうか？

(乕谷 真)

�������阿蘇郡市歯科医師会

10月17日(土)～18日(日) にかけて宮崎へ親
睦旅行に行ってきた｡ 土曜診療後に小国町を出
発､ 内牧､ 阿蘇駅､ 大津駅､ 空港を経由し参加
会員15名がそろったのは午後３時前であった｡
益城空港インターから高速に乗り､ いざ宮崎へ…
かるーくビールも入ってウキウキ気分でいろん
な話題で盛り上がりながら宮崎観光ホテルに着
いたのは午後５時30分過ぎ､ 結構な長旅であっ
た｡ まずは温泉…しょっぱい…食塩泉で旅の疲
れを取りいよいよ宴会である｡ 美味しい海の幸
山の幸､ 日向地鶏､ エモー牛 (宮崎黒毛和牛)
等に舌鼓を打ちながら美味しい焼酎を流し込み､
日ごろの仕事のことを忘れて楽しいひと時を過
ごした｡ 宴会の後も部屋にみんな集まり遅くま
で語り合い…一日目終了｡
二日目は午前６時にホテルロビーに集合して
して地元では ｢神武さま｣ と呼ばれ親しまれて
いる ｢宮崎神宮｣ に参拝､ 身も心も清々しい気
分になりホテルに戻り朝食を頂き､ 宮崎観光ホ
テルを後にした｡ 次に断崖絶壁に波が打ちつけ
る堀切峠は最高の眺めでした｡ その近くの道の

―親睦旅行―
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���������� ―荒・玉学術講演会―

��������������������荒尾市・玉名郡市歯科医師会

10月24日(土) 午後４時より荒玉合同学術講
演会が大牟田市市民活動等多目的交流施設 ｢え
るる｣ で開催された｡ 講師に九州歯科大学の鱒
見進一副学長をお招きして ｢最新の顎関節症診
断基準と治療のポイント｣ という演題で講演頂
いた｡
顎関節症の生じるメカニズムとして①バイト
の低下②パラファンクション③咬合のバランス
④筋､ 筋膜痛⑤神経筋機構の不調和などがある｡
このように咬合の問題だけでなく様々な原因が
考えられるとの事｡ 講演の中で強調して言われ
たのは､ 顎関節症患者に咬合調整する場合は咬
合が変位している場合が多く､ その咬合に合わ
せて調整するのは大変危険であるという事｡ 又
最後臼歯部の支台歯形成の際にはとても注意が
必要な事である｡ 顎関節症患者の治療はなるだ
け保存的に行うことが基本で､ まずは薬物治療､
マイオモニター治療､ スプリント治療を行い､
その後咬合調整､ 補綴治療､ 矯正治療に移行す
るべきであると説明された｡ スプリント治療の
咬合調整は中心位では機能咬頭の点状 (１点)

接触をさせ､ 偏心位では犬歯以外の誘導は削除
する､ 前方滑走の調整をして､ 患者来院時繰り
返し調整を行う事が必要である｡ 今回の講演で
我々歯科医師が口の中を触ることによって､ か
えって顎関節症を引き起こさないように､ 細心
の注意を払って診療に取り組まないといけない
と教えられた｡
講演終了後は場所を ｢大牟田ガーデンホテル｣
に移して懇親を深めた｡

(永廣 有伸)

―福寿会―

��������玉名郡市歯科医師会

10月30日(金) 午後７時より料亭 ｢山路｣ に
て毎年恒例行事の福寿会が開催された｡ この会
はその年に還暦を迎える会員を新入会員として
新たにお迎えし､ 長寿のお祝いをすると共に会
の発展へのご尽力に感謝の意を表す場として宴
席を設けている｡ 今年度は該当する会員はなく､
福寿会会員は24名のままである｡ 福寿会会員と
執行部合わせて20名の参加があった｡ まず森会
長より ｢玉名郡市歯科医師会を築いてこられた､
最高齢の北田会員並びに福富会員の参加に大変
うれしく思っています｡｣ と挨拶があり､ 次に
福富会員より ｢執行部の皆さん毎年この様な会
を開催して頂き有り難うございます｡｣ と感謝
の言葉を述べられ､ その後宴会が始まった｡ 宴
会ではおいしい料理にお酒も進み､ 今年度予定
されている佐賀県呼子への会員旅行の事や昔の

参加者全員で記念撮影

会の思い出などを語り合った｡ あっという間に
楽しい時間は過ぎて､ 最後に増田会員の万歳三
唱でお開きとなった｡

(永廣 有伸)
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���������� ―三師会親睦旅行―

������������菊池郡市歯科医師会

10月17日(土) ～18日(日) にかけて､ 毎年恒
例の菊池郡市三師会親睦旅行 (鹿児島県) が行
われた｡ 参加人数は30名 (内歯科医師会11名参
加) であった｡
ソラリアホテルにチェックインを済ませて､
日本料理愛にて西本薬剤師会会長の挨拶､ 岩倉
医師会会長の乾杯にて懇談会がスタート｡
鹿児島の美味を堪能した後､ 前回の鹿児島旅

行の後にお亡くなりになられた､ 片山豊二氏へ
の献杯という形で宮川歯科医師会会長に締めて
頂いた｡
２日目ゴルフ組は午前７時､ 観光組は午前９
時30分出発と別れての行動になった｡
ゴルフ組は雲ひとつない快晴で､ 絶好のゴル
フ日和だったようである｡
観光組は池田湖→知覧の武家屋敷→昼食→知
覧特攻平和会館の後､ ゴルフ組と合流し､ 熊本
への帰路となった｡

(渡邊 敬之)

三師会和気あいあいと懇親会

スタート前やや緊張 (？)

―第28回城北地区役員連絡協議会―

������������
10月31日(土) 午後４時30分より県歯会館に
て､ 城北地区 (菊池・荒尾・玉名・山鹿・阿蘇
歯科医師会) 役員連絡協議会が開催された｡
菊池郡市の城専務理事の司会進行の下､ 今年
は菊池郡市が担当の為､ 高木副会長の開会の辞､
宮川会長の挨拶に続き､ 来賓の中嶋県歯副会長
の挨拶､ その後協議会は開始された｡
協議題１ (阿蘇郡市)
各地区の地域包括ケアシステム構築に関する
歯科医師会としての対応及び在宅医療における
多業種間の連携状況 協議題２ (菊池郡市)

①訪問歯科を行っている診療所の把握・周知
方法

②地域包括ケアシステム構築における多業種
との連携状況

協議題３ (玉名郡市)
隣接地域の医療連携組織との協調・意見調整
それぞれの郡市より現状の回答を頂いた｡
次回は阿蘇郡市が担当である事を確認し閉会
した｡
その後懇親会にて､ 親交を深め合い終了した｡

(渡邊 敬之)

全員で記念撮影

協議題について意見交換する
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―新樹会歯の健康ランド―

��������������������������
毎年恒例のステージイベント

11月１日(日) 午前10時から午後４時まで､

熊本県若手歯科医師新樹会イベント ｢第23回

歯の健康ランド｣ が､ 熊本市動植物園にて開

催された｡

当日は､ 天気予報通り曇り空の天気｡ 午前

８時30分に動物園入口に集合し､ 準備を行っ

た｡ そして､ 少し晴れ間が出てきて午前10時

イベントがスタートした｡ 子連れの来場客が

多く見られ賑わった｡ またスタンプラリーが

行われ､ 歯科相談､ 矯正相談､ ブラッシング

指導､ フッ素洗口体験コーナーの４コーナー

でスタンプを押してもらい､ １つでもスタン

プがあれば､ オーラルケアグッズおよびおも

ちゃ (KAWARYOU九州提供) がもらえた｡

ある小学生の男の子は４個ともスタンプが欲

しくて､ 歯並びが良いにも関わらず､ 矯正相

談にも顔を出し場を和ませてくれた｡

多くの参加者でにぎわった

う) とゲームが行われた｡

午後からは天気が曇り出して雨も少し降り

出したが､ ２回目のイベントも大いに盛り上

がった｡ そして､ 午後４時イベント終了とな

り､ 約900名の参加者があり賑わった｡

今年で23回目の開催となった歯の健康ラン

ドだが､ たくさんの方のご支援をいただいて

無事終了することができた｡

最後になりましたが､ イベント開催にご協

力いただきました皆様に心より感謝いたしま

す｡

第第３３種種会会員員
町田 李菜
(マチダ リナ)

熊本市東区湖東
１丁目１番60号

熊本市立熊本市民病院

イベントの内容
オーラルスクエア
・歯科相談コーナー
・歯科矯正相談コーナー
・ブラッシング指導コーナー
・フッ素洗口体験コーナー

また､ 恒例のステージイベントでは学生に

よるブラッシング指導の演劇､ 三笘貴司新樹

会会員とラビッツのオーラルケアクイズ､ そ

してサンスターによる劇 (ミッフィーと歌お

ステージイベント (１日２回 各60分)
・ブラッシング指導劇 (中島学園生徒)
・オーラルケアクイズ (新樹会)
・オーラルケア劇 ｢ミッフィーと歌おう｣
(サンスター)

・みんなでポン！ (ゲーム) (サンスター)

(新樹会議長 関 勝宏)��������������������������������������������������������������������������������������
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会 務 報 告
所管 日付 摘要 出席

総 務

９月25日

第５回理事会
【承認事項】 (１) 新入会員の承認 (２) 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼

(３) 名義後援使用依頼
【議 題】 (１) 日本歯周病学会第７回九州地区臨床研修会の共催依頼

(２) 社会保険歯科診療報酬点数早見表の会員送付
(３) マイナンバー制度開始に伴う会員通知 ほか

浦田会長他田中・椿理事を除く全役
員､ 伊藤学院長

26日
月次監査
８月末会計現況監査

久々山・西野監事

片山幹夫先生九州歯科大学同窓会会長就任祝賀会 (熊本ホテルキャッスル) 浦田会長､ 渡辺専務理事

29日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

熊本地裁・簡易裁判所調停委員勉強会 (熊本地方裁判所) 前野会員

地域医療介護総合確保基金事業打合せ
伊藤学院長､ 宮坂副会長､ 渡辺専務
理事､田上・牛島常務理事､松本理事

30日 日本歯周病学会九州地区臨床研修会第２回実行委員会 小島副会長､ 牛島常務理事

10月２日 第１回県社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会保健福祉推進部会 (KKRホテル熊本) 小島副会長

６日 県地域医療情報ネットワーク連絡協議会 (県医師会館) 浦田会長

７日

第768回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

第６回常務理事会
(１) 熊本県医療・保健・福祉連携学会の賛助金並びに発表者・演題 (２) 事業企画書
(３) 臨時代議員会提出選挙管理委員会規則一部改正 (案) の提案理由 ほか

浦田会長他中嶋副会長を除く常務理
事以上全役員

９日 第１回熊本空港緊急計画連絡協議会 (ホテルエミナース) 澤田事務局長

13日 大規模災害における鹿児島県歯会との協力体制についての打合せ
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 八木・牛島常務理事

14日 地域医療介護総合確保基金事業打ち合わせ (県庁) 宮坂副会長

16日
役職員会計勉強会
(１) 会計におけるチェックと承認のポイント

八木常務理事､ 久々山・西野監事､
吉永会計士

20日 第２回県地域医療構想検討専門委員会 (県医師会館) 浦田会長

21日
第７回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成28年度各委員会概算要求協議日程
(３) 事業企画書 (案) ほか

浦田会長他宮坂副会長を除く常務理
事以上全役員

22日 第181回日歯臨時代議員会 (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

学 術

９月18日
学術委員会
(１) 10／17各郡市学術担当者会質問・協議回答作成
(２) 11／１日歯生涯研修DVDセミナー及び会員発表

井上理事､ 堀川委員長他全委員

10月３日 九州各県学術担当社会 (沖縄県口腔保健医療センター) 井上理事､ 片山副委員長

６日 第２回日歯学術委員会 (日歯会館) 牛島常務理事

９日
有料講演会打合会 (熊本市)
３／６有料講演会講師との打合せ

井上理事

17日
各郡市学術担当者会
(１) 各郡市からの質問・要望 (２) 県歯・郡市共催講演会の企画・開催
(３) 小児における咬合誘導 ほか

浦田会長､ 牛島常務理事､ 井上理事
他全委員

社会保険

９月19日
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応 (３) 近県社保担当者会 ほか

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他11委員

25日 社会保険指導者研修会 (東京・日本教育会館) 田中・椿理事

26日

社会保険個別相談会
相談者：２名

桐野・橋本副委員長他２委員

シニア倶楽部社会保険研修会 (上通同仁堂ホール)
受講者：18名

渡辺専務理事､ 田中・椿理事､ 清水
委員長､ 野田副委員長

10月３日 九州各県社会保険担当者会 (長崎県歯会館) 田中・椿理事､ 清水委員長

５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：０名

田中理事

15日 保険個別指導 (ホテル熊本テルサ) 清水委員長､桐野副委員長､舩津委員

地域保健

９月19日
子育てすくすくこども博2015歯科相談 (グランメッセ熊本)
相談者：101名

赤尾理事､ 宮本副委員長､ �水間・
郷原・蔵本・志方委員

25日
県歯科衛生士会との打ち合わせ
(１) 事業所におけるスモールチェンジ・生活歯援プログラム

二宮委員長

10月３日
九州各県地域保健担当者会 (大分県歯会館) 赤尾理事､ 二宮委員長

地域保健小委員会
(１) 早産予防対策事業に係る啓発用DVD及びチラシの作成

田上常務理事､宮本副委員長他１委員

10日
地域保健小委員会
(１) 早産予防対策事業に係る啓発用DVD及びチラシの作成

田上常務理事､ 赤尾理事他３委員

19日
県後期高齢者医療広域連合との打合せ (南阿蘇村) 田上常務理事

県後期高齢者医療広域連合との打合せ (西原村) 赤尾理事

21日
地域保健委員会
(１) 糖尿病・歯周病医療連携研修会
(２) 早産予防対策事業に係るCPI新基準､ 啓発用DVD及びチラシの作成

田上常務理事､ 赤尾理事他８委員

広 報

10月３日 九州各県広報担当者会 (ホテル・レクストン鹿児島) 竹下理事､ 岩崎委員長

13日
広報小委員会
(１) 会報11月号編集・校正

竹下理事､ 岩崎委員長他４委員

19日

笑顔ヘルＣ写真コンクール審査会
応募総数：107点

竹下理事､ 岩崎委員長

広報小委員会
(１) 会報11月号校正 (２) 会報12月号作成日程

竹下理事､ 岩崎委員長他３委員

自 平成27年９月18日
至 平成27年10月22日
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所管 日付 摘要 出席

学校歯科

10月10日 日本養護教諭教育学会第23回学術集会 (くまもと森都心プラザ) 渡辺専務理事
15日 県ＰＴＡ共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

21日
むし歯予防対策事業打合せ
(１) フッ化物洗口の実施状況 (２) フッ化物洗口事業への本の購入
(３) 指導媒体の選定 ほか

大林理事､ 河原委員長他５委員

医療対策

９月26日 都道府県医療安全担当理事連絡協議会及び医療安全研修会 (日歯会館) 冨屋理事､ 岡田委員長

28日
医療対策小委員会
(１) 九州各県歯科医療安全対策担当者会

冨屋理事､ 岡田委員長他１委員

10月２日
医療対策小委員会
(１) 九州各県歯科医療安全対策担当者会

冨屋理事､ 岡田委員長他１委員

15日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療安全担当者会
(３) 都道府県医療安全担当理事連絡協議会および医療安全研修会 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他９委員

17日
九州各県歯科医療安全対策担当者会
(１) 平成27年度九州各県歯科医療安全対策関係事業計画及び予算 (２) 各県提出協議題
(３) 統一フォーマットによる事例報告 ほか

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務､
冨屋理事､ 岡田委員長他９委員

センター・
介護

９月24日 介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 本田委員
26日 介護支援専門員更新研修 (ユースピア熊本) 平井委員長

26日
センター・介護小委員会
(１) 委託事業日程及び内容 (２) 訪問歯科診療のパンフレット等の変更
(３) 医療対策研修会 ほか

松本理事､ 平井委員長他１委員

27日
第１回 ｢在宅歯科診療における他職種との連携｣ 研修会
受講者：95名

小島・宮坂副会長､ 田上常務理事､
松本理事他６委員

10月３日
九州各県地域保健担当者会 (大分県歯会館) 松本理事､ 平井委員長
カルテチェック (口腔保健センター) 松岡センター長

７日 口腔保健センター管理運営委員会
浦田会長､ 小島・宮坂副会長､ 渡辺
専務理事､ 田上・八木・牛島常務理
事､ 松岡センター長､ 松本理事

８日 第２回熊本在宅医科歯科連携学術講演会 牛島常務理事､ 平井委員長
10日 障がい児 (者) 口腔ケア地域リーダー育成事業打ち合わせ (済生会熊本福祉センター) 松本理事

14日
委託事業打ち合わせ
(１) 平成27年度委託事業の日程及び内容について衛生士会との打ち合わせ

田上常務理事､ 松本理事

21日 第９回県在宅医療連携体制検討協議会 (県庁) 松本理事
22日 介護支援専門員更新研修 (KKRホテル熊本) 平井委員長

厚生・医療
管理

９月18日
厚生・医療管理委員会
(１) シニア倶楽部 (２) 九州各県担当者会議 (３) 国税局管内税務指導者協議会 ほか

牛嶋常務理事､ 宮井理事､ 工藤委員
長他全委員

26日

天草郡市健康診断 (天草地域医療センター)

シニア倶楽部 (熊本ホテルキャッスル)
参加者：28名

浦田会長､ 小島・中嶋・宮坂副会長､
渡辺専務理事､ 田上・八木・牛島常
務理事､ 宮井・椿・田中理事､ 清水・
工藤委員長､ 野田副委員長､ 町田・
牧委員

10月２日
菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)
厚生・医療管理小委員会
(１) 合同就職説明会 (２) シニア倶楽部

伊藤学院長､ 八木常務理事､ 宮井理
事､ 池嶋副委員長他３委員

３日
九州各県厚生担当者会 (佐賀県歯会館) 牛島常務理事､ 小林委員
九州各県医療管理担当者会 (福岡県歯会館) 宮井理事､ 工藤委員長
八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

８日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)
９日 菊池郡市健康診断 (菊池郡市医師会立病院)
10日 八代健康診断 (八代市医師会健診検査センター)

15日
厚生・医療管理小委員会
(１) シニア倶楽部 (２) 九州各県担当者会議 (３) 合同就職説明会 ほか

牛島常務理事､ 宮井理事､ 工藤委員
長他１委員

総務・医療
連携

10月１日
リハビリテーション・ケア合同研究大会 神戸2015 (１日目)
(神戸国際会議場・神戸国際展示場)

牛島常務理事

２日
リハビリテーション・ケア合同研究大会 神戸2015 (２日目)
(神戸国際会議場・神戸国際展示場)

牛島常務理事

16日
総務・医療連携小委員会
(１) くま歯キャラバン隊での周術期口腔機能管理の流れについての説明事項の検討
(２) 委員会活動の予定

牛島常務理事､ 宇治理事､ 三森委員
長他１委員

20日 青磁野リハビリテーション病院との病診連携覚書き締結 (青磁野リハビリテーション病院) 浦田会長､ 牛島常務理事､ 宇治理事

学 院

９月30日
学院自衛隊隊内生活体験Ａ班 (至10／２) (自衛隊北熊本駐屯地)
１年生Ａ班：28名

伊藤学院長

10月４日 学生合同就職説明会
伊藤学院長､ 八木常務理事､ 宮井理
事､ 工藤委員長他２委員

７日
学院自衛隊隊内生活体験Ｂ班 (至９日) (自衛隊北熊本駐屯地)
１年生Ｂ班：28名

伊藤学院長､ 前野会員他２名

８日 学院推薦入学試験願書受付 (至20日)

20日
第１回学院入学試験委員会
(１) 平成28年度推薦入学試験実施要領 (２) 合格・不合格通知
(３) 次年度以降の面接方法

浦田会長､ 伊藤学院長､ 中嶋・宮坂
副会長､ 牧・林副学院長､ 渡辺専務
理事､ 弘中教務部長

国保組合

９月25日 社会保険指導者研修会 (東京・日本教育会館) 上野副理事長
28日 全歯連第２回選挙管理会 (アルカディア市ヶ谷) 浦田理事長

29日
第２回国保理事会
(１) 高齢者健康対策事業 (２) マイナンバー制度周知

浦田理事長､ 片山監事を除く全役員

事 業 課
10月７日 第１回奥様医業経営塾 澤田事務局長

21日 第２回奥様医業経営塾



この保険は当グループ内で１年ごとに収支計算を行ない 剰余金が生じたときは配当金として
加入者全員に還元 しています。

傷害

35
会員のために継続してい

る福利厚生制度です。

最高3000万円の保障（無診査）が
70才まで新設されました

保険金額の増減は毎年自由に
変更できます

本人プランは
入院1日
15,000円
まで保障1入院60日限度  通算1,000日分まで保障

奥村
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4日（月）

6日（水）

20日（水）

23日（土）

27日（水）

事務局仕事始め

第12回常務理事会

第13回常務理事会

第２回各郡市会長・専務理事連絡会議

第９回理事会

1 主な行事予定 January

編集後記

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

地球温暖化？異常気象？なかなか寒くなりません。それに伴いビールの量も減りません…ということは、体重も
減りません。仕事に追われ腰痛に苦しみ、熊本に帰ってきて再びテニスを始め私の中では、ビール指数（ビールを
美味しく飲むための値）が重要であり、そのために頑張って運動する。
仕事終わりや一人で走った後のビールも美味しいが、やはり仲間達と練習し、団体戦後に、お風呂に入り、その

勝敗をつまみに飲む！これが一番ビール指数も上がる。先日も他県に仲間達と遠征して温泉の後、ビール園で打ち
上げ。
最高の仲間とビール。また飲み過ぎた…
初めて委員会にも入ったがまだまだ戦力外で、温厚で懐深い理事とビールを飲みに行くのが楽しみになっている。
これからますます寒くなって行くが、まだまだビール指数と体重との戦いは続く…。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ．Ｔ）
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